
 

 

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
の
戦
い
」 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ- 

）
の
世
界
的
流
行
の
影
響
に
よ

り
、
入
学
式
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
行
事

等
が
中
止
・
自
粛
と
な
る
中
、
令
和
二
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
三
月
下
旬
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
一
年
程
度
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
四
月
十
六
日
に
は
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
、
日
本
全
国

に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
を
執
筆
し
て

い
る
四
月
中
旬
の
時
点
で
、
全
世
界
が
こ

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
制
御
す
る
た
め
の
厳

し
い
戦
い
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

 

自
衛
隊
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ- 

へ
の
対
応
と

し
て
、
本
年
一
月
下
旬
に
中
国
武
漢
か
ら

の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
看
護
官
を
派
遣
し
た

こ
と
を
皮
切
り
に
、
武
漢
か
ら
の
帰
国
者

に
対
す
る
生
活
支
援
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
（
Ｄ
Ｐ
）
号
に
お
け
る
検
疫

等
の
支
援
、
自
衛
隊
中
央
病
院
で
の
感
染

者
受
入
れ
・
治
療
を
実
施
し
ま
し
た
。
自

衛
隊
は
衛
生
部
門
を
基
幹
と
し
て
感
染
症

拡
大
と
い
う
国
の
危
機
に
対
処
し
、
こ
の

間
対
応
に
あ
た
っ
た
隊
員
か
ら
一
人
の
感

染
者
も
出
す
こ
と
な
く
任
務
を
完
遂
し
ま 
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自衛隊福岡病院長兼春日駐屯地司令 

      陸将補 松木 泰憲 

 第１１３号               福岡病院だより           令和２年５月１日 

発  行 
自衛隊福岡病院 
春日市小倉東１丁目 

６１番地 

   
  ℡ 

  ホームページ 

筑
紫
路 

准
看
護
学
院
卒
業
式 

准
看
護
学
院
入
校
式 

西
部
方
面
総
監
初
度
視
察 

心
突
然
死
対
策
講
習
会 

 

令
和
二
年
二
月
十
九
日
、
西
部
方
面

総
監 

本
松
陸
将
に
よ
る
初
度
視
察
を
受

察
し
た
。 

 

本
視
察
で
は
、
状
況
報
告
・
施
設
等

巡
視
・
懇
談
等
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
も
含
め
、

当
院
の
現
況
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
じ
後
の
院
務
運
営
に
資
す
る

お
言
葉
を
頂
い
た
。 

防
医
大
看
護
三
期
生 

状況報告を受けられる本松陸将 

施設等を巡視される本松陸将 

 

准
看
護
学
院
（
学
院

長
：
井
上
一
佐
）
は
、

令
和
二
年
三
月
四
日
、

西
部
方
面
総
監
部
医
務

官 

山

本
一

佐
を

迎

え
、
第
四
十
三
期
准
看

護
学
生
の
卒
業
式
を
挙

行
し
た
。
今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影
響
を
受
け
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の
式
と
な
っ
た
。 

 

卒
業
生
は
三
月
六
日
、
多
く
の
病
院
勤

務
員
に
見
送
ら
れ
、

救
急
救
命
士
課
程
に

九
名
、
他
十
一
名
は

北
は
北
海
道
か
ら
南

は
沖
縄
の
そ
れ
ぞ
れ

の
新
任
地
へ
巣
立
っ

て
い
っ
た
。
三
月
十

一
日
、
准
看
護
師
資

格
に
全
員
が
合
格
し

た
。 

 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
濵
地
二
佐
）

は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
、
西
部
方
面
総

監
部
医
務
官 

山
本
一
佐
及
び
西
部
方
面

衛
生
隊
長 

白
石
一
佐
を
迎
え
、
第
四
十

五
期
准
看
護
学
生
の
入
校
式
を
挙
行
し

た
。 

 

四
十
五
期
生
二
十
三
名
は
、
国
内
外
で

活
躍
す
る
准
看
護
師
課
程
卒
業
の
諸
先
輩

に
憧
れ
て
、
入

校
を
志
願
し
、

大
き
な
期
待
を

胸
に
、
本
学
院

へ
入
校
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら

二
年
間
で
、
陸

曹
昇
任
及
び
准

看
護
師
資
格
取

得
に
向
け
勉
学

に

励

ん

で

い

く
。 

 
 

 

令
和
二
年
一
月
二
十
五
日
、
コ
ー
ス

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
石
神
二
佐
（
第
一
〇
二
対

特
殊
武
器
治
療
隊
長
）
の
協
力
を
得
て
九

州
各
県
の
医
療
従
事
者
二
十
四
名
に
心
突

然
死
対
策
講
習
を
開
催
し
て
、
突
然
の
心

停
止
に
対
す
る
最
初
の
一
〇
分
間
の
対
応

と
適
切
な
チ
ー
ム
蘇
生
の
要
領
に
つ
い
て

教
育
を
実
施
し
た
。 
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ 

共
同
訓
練 

 

令
和
二
年
三
月
九
日
、
十
二
名
の
新

卒
（
防
医
大
看
護
官
三
期
生
）
が
着
隊

し
た
。 

 

三
月
二
十
七
日
に
幹
部
自
衛
官
に
な

る
べ
く
前
川
原
駐
屯
地
に
あ
る
幹
部
候

補
生
学
校
へ
入
校
し
た
。
五
月
二
十
六

日
に
卒
業
予
定
で
あ
り
今
後
と
も
ご
指

導
等
お
願
い
す
る
。 副院長と防医大看護官三期生 

履修前教育での戦闘訓練 

 

令
和
二
年
四
月
十
日
、
福
岡
県
と
感
染

防
護
に
関
す
る
共
同
訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

 

副
院
長
大
川
一
佐
以
下
八
名
の
隊
員

が
、
北
九
州
市
の
東
横
イ
ン
北
九
州
空
港

に
お
い
て
、
部
外
機
関
（
県
、
医
師
会
、

部
外
医
療
機
関
関
係
者
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
消

防
、
警
察
）
の
人
員
約
三
十
名
に
対
す

る
、
防
護
衣
着
脱
要
領
の
教
育
及
び
当
該

施
設
に
お
け

る
ゾ
ー
ニ
ン

グ
に
関
す
る

意

見

交

換

等
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
受

け
入
れ
に
備

え
た
訓
練
を

実
施
し
た
。 

 

防護衣着脱要領教育 
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し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
安
倍
首
相
も

防
衛
大
学
校
の
卒
業
式
訓
示
で
言
及
さ

れ
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ- 

対
応
に
あ
た
る
自
衛 

隊
員
に
と
っ
て
励
み
や
士
気
高
揚
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

前
述
の
よ
う
に
自
衛
隊
中
央
病
院
は
二

月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
、
Ｄ
Ｐ

号
等
か
ら
外
国
人
を
含
む
百
名
以
上
の
感 

染
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
が
、
感
染
者
の

治
療
を
行
う
医
療
チ
ー
ム
は
、
無
症
状
で

あ
っ
て
も
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
で
肺
に
影
を
認

め
る
症
例
が
存
在
す
る
等
新
た
な
知
見
を

発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
中

央
病
院
か
ら
医
学
論
文
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
と
い
う
形
で
国
内
外
に
発
信
さ

れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
自
衛
隊
衛
生
の
活
動
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
医
学
的
知
見
が
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ- 

に
対
す
る
診
断
・
治
療
に
活
用

さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

 

自
衛
隊
は
こ
の
他
に
も
空
港
で
の
検
疫

支
援
や
停
留
施
設
へ
の
輸
送
支
援
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
当
院
も
自
衛
隊
中
央
病

院
に
医
官
・
看
護
官
を
派
遣
し
て
支
援
し

た
他
、
自
治
体
と
感
染
防
護
に
関
す
る
共

同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
当
院
は
今
後

も
、
福
岡
県
の
調
整
本
部
や
筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
そ
し
て
西
部
方
面
総
監
部

等
と
連
携
し
、
地
域
の
感
染
動
向
や
自
衛

隊
の
活
動
に
応
じ
て
適
切
な
医
療
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

自
衛
隊
福
岡
病
院
は
今
年
度
、
開
院
か

ら
六
十
五
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
衛
生

の
専
門
性
を
発
揮
し
て
、
国
民
の
皆
様
の

安
心
安
全
を
守
る
こ
と
は
、
自
衛
隊
衛
生

の
存
在
意
義
に
通
じ
ま
す
。
当
院
は
引
き

続
き
地
域
医
療
お
よ
び
自
衛
隊
の
強
靭
性

維
持
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
ど

う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 



 

 

 
 

〈 

転
出
者 

〉 

 
 

〈 

新
規
採
用 

〉 

 

こ
の
度
、
過
分
な
が
ら
診
療
技
術
部

長
に
上
番
致
し
ま
し
た
。
放
射
線
お
よ

び
臨
床
検
査
、
理
学
療
法
、
研
究
管
理

の
各
部
門
に
お
け
る
重
責
に
、
甚
だ
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
真
摯
誠
実
に
努

め
て
参
る
所
存
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
診

療
技
術
部
の
伝
統
・
功
績
を
大
切
に
、

「
安
心
確
実
な
診
療
技
術
の
提
供
」
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。  

  

令
和
二
年
四
月
一
日
付
で
自
衛

隊
福
岡
病
院
最
先
任
上
級
曹
長
兼

春
日
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
に

上
番
し
ま
し
た
小
浦
准
尉
で
す
。

病
院
長
の
心
を
我
が
心
と
し
、
常

に
任
務
分
析
に
努
め
、
自
衛
隊
福

岡
病
院
及
び
春
日
駐
屯
地
の
皆
様

の
為
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
准
看
護
学
院
長
に
上

番
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
麻
酔

科
の
授
業
担
当
と
し
て
の
み
携
わ
っ

て
い
た
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
は

学
院
長
と
し
て
准
看
護
学
生
を
指
導

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
の

若
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
い
よ
う
粉
骨
砕

身
頑
張
り
ま
す
の
で
、
学
生
と
も
ど

も
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 第１１３号             福岡病院だより               令和２年５月１日 

（
医
事
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

梶
原 

攻
勢 

診
療
科 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

小
倉 

絵
美
子 

診
療
技
術
部 

 
 
 

一
等
陸
佐 

 

森
西 

洋
一 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

野
口 

一
弥 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

石
丸 

朝
章 

衛
生
資
材
部 

（
薬
剤
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

杉
江 

祥
子 

 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
佐 

 

岩
澤 

慶
子 

 
 
 
 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

髙
﨑 

美
紀 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

今
野 

由
梨 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

菅
原 

美
也
子 

 
 
 

三
等
陸
尉 

 

松
中 

 

啓 

 
 
 

三
等
陸
尉 

 

髙
尾 

亜
由
美 

 
 
 

三
等
陸
尉 

 

佐
藤 

文
美 

 
 
 

三
等
陸
尉 

 

森 
 

泉 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

木
室 

健
二 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

川
上 

 

隼 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

吉
田 

謙
太 

総
務
部 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
総
務
課
） 

 

 
 
 

行(

一)

三 
 

松
野 

千
寿 

 
 
 

行(

一)

二 
 

坂
井 

亜
弥 

（
会
計
課
） 

 
 
 

行(

一)

二 
 

藤
井 

 

聡 

（
医
事
課
） 

 
 
 

行(

一)

三 
 

内
田 

圭
哉 

 

《
四
月
一
日
付
》 

（
総
務
課
） 

 
 
 

行(

一)

四 
 

古
田 

英
美 

 
 

〈 

転
入
者 

〉 

《
二
月
一
日
付
》 

衛
生
資
材
部 

（
薬
剤
課
） 

 

 
    

二
等
陸
尉 

 

佐
野 
 

恵 

《
三
月
四
日
付
》 

診
療
技
術
部 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
    

三
等
陸
曹 
 

中
山 

了
伍 

 

《
三
月
十
六
日
付
》 

建
替
準
備
室 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

二
又 

啓
光 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

田
中 

晴
彦 

 

 
 

 

陸 

曹 

長 
 

大
倉 

美
樹 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

藤
﨑 

裕
貴 

 
 

 

三
等
陸
曹 

 

山
田 

哲
也 

（
会
計
課
） 

 
 

 

一
等
陸
曹 

 

中
川
原 

勝 
 

 
 

 

三
等
陸
曹 

 

浦
上 

あ
か
ね 

（
管
理
課
） 

 
 
 

准 

陸 

尉    

坂
口 

美
和
子 

 
 

 

陸 

曹 

長    

神
宮 

輝
幸 

（
医
事
課
） 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

小
松 

輝
久 

診
療
科 

 
 

 
二
等
陸
佐 

 

田
村 

千
春 

診
療
技
術
部 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 

 

准 

陸 

尉    

山
田 

守
相 

 
 
 

陸 

曹 

長    
橋
野 

 

誠 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 
山
口 

弘
樹 

（
研
究
検
査
課
） 

 
 

 

陸 

曹 

長 
 

宮
坂 
遵
二 

衛
生
資
材
部 

（
薬
剤
課
） 

 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

時
本 

将
行 

看
護
部 

 
 

 

二
等
陸
佐 

 

佐
藤 

保
子 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

松
嶋 

尚
子 

 
 

 
 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

生
野 

亜
希
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

園
田 

亜
矢 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

後
藤 

泰
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

小
林 

由
似 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

平 
 

政
紘 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

信
國 

実
生 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

山
中 

由
衣 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

坂
本 

 

恵 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

林
田 

紗
矢
香 

 
 
 

准 

陸 

尉 
 

中
尾 

浩
二 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

中
嶋 

俊
裕 

総
務
部 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
総
務
課
） 

 

 
 
 

行(

一)

三 
 

堀 
 

和
也 

 
 
 

行(

一)

二 
 

戸
高 

あ
ゆ
み 

（
会
計
課
） 

 
 
 

行(

一)

三 
 

大
城 

倫
則 

（
医
事
課
） 

 
 
 

行(

一)

二 
 

柳
原 

 

浩 

《
三
月
十
八
日
付
》 

診
療
科 

 
 
 

三
等
空
佐 

  

寺
田 

尚
人 

《
四
月
一
日
付
》 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

行(

一)

四 
  

平
野 

克
也 

 

《
三
月
十
六
日
付
》 

建
替
準
備
室 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

馬
渕 

陽
一 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

川
良 

次
郎 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

二
等
陸
尉 

  

馬
塲 

政
和 

      

一
等
陸
曹 

 

諏
訪 

正
樹 

 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

山
川 

希
望 

 
 
 

（
会
計
課
） 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

橋
本 

哲
也 

 
 
 

三
等
陸
曹 

 

冨
士
本 

隆
也 

（
管
理
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

山
下 

義
雄 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

松
石 

賢
一 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

河
﨑 

孝
治 

  

人
事
往
来 

准陸尉 小浦 泰 

看護部長 

最先任上級曹長 

新
最
先
任
上
級
曹
長 

新
部
長
等
の
紹
介 

診療技術部長 

１等陸佐 井上 裕悦 

 

新
緑
香
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

こ
の
度
、
仙
台
病
院
よ
り
福
岡
病
院

看
護
部
長
と
し
て
着
任
致
し
ま
し
た
。

福
岡
病
院
の
任
務
達
成
の
た
め
、
看
護

力
を
発
揮
し
今
で
き
る
一
番
ベ
ス
ト
を

追
求
し
、
院
長
要
望
事
項
で
あ
り
ま
す

「
即
応
」
「
挑
戦
」
「
連
携
」
を
も
っ

て
、
あ
た
た
か
く
質
の
高
い
看
護
の
提

供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

准看護学院長 

２等陸佐 濵地 理通 

 

顔写真 

《
四
月
一
日
付
》 

診
療
科 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

野
中 

睦
美 

総
務
部 

（
管
理
課
） 

 
 
 

行(

一)

一 
 

八
反
田 

瑞
紀 

 
 
 

２等陸佐 佐藤 保子 

（前所属） 

仙台病院 

（仙台） 


